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・相談部会の
中に、精神障
がいにも対応
した包括ケア
システムの構
築に向けた、
検討チームを
設置。（第６期
障がい福祉
計画における
目標値）
・広報ワーキ
ングチーム

構成団体 部会のテーマごとに必要と認められる協議会構成団体又は個人の方とし、各部会9～12名程度で構成

協議事項、開催回
数等

月１回程度を定例会とし、各々の仕組みづくり・地域課題の検討・計画の進行管理・次期計画の準備等を行う。

電子メール等を活用することで、定期的な部会開催の他に、情報共有や交流を深め、より内容の充実した仕組みづくりに活
かすものとする。

部会それぞれでは検討が困難なものは、部会横断的な組織を設け、協議するものとする。

・広く市民に
対する障が
い、障がい者
の理解の推
進や、合理的
配慮の考え
方を共有でき
るような仕組
みづくりに取
り組む。
・障がい者に
対する虐待防
止・権利擁護
に取り組む

・身近な地域
において、人
と人とのつな
がり、地域に
おける絆を築
いていくため
の関係づくり
を進める。
・地域におけ
る災害時要援
護者対策の
あり方の検討
に取り組む。

障がい者が、ス
ポーツ、文化、
余暇活動など
様々な活動に
主体的に参加
し、生き生きと
心豊かに暮らし
ていくことがで
きるよう、活動
支援体制づくり
に取り組む。

安心して働き
続けることが
できるよう、雇
用に係る企業
相談、啓発そ
の他の仕組
みづくりに取
り組む。

障がいのある
子どもが障が
いのない子ど
もと等しく、地
域の中で遊び
や余暇を楽し
みながら成長
できるよう、育
成環境や子
育て支援の
充実、ライフ
ステージに応
じた一貫した
支援の仕組
みづくりに取
り組む。

・障がい者の
地域生活の
基盤となる福
祉サービスの
充実に取り組
む。
・障がい者
（児）のケアプ
ランとなる
サービス等利
用計画及び
障害児支援
利用援助の
質の向上に
取り組む。
・ケア会議や
支援の現場
から見出され
る地域課題の
整理を行う。

相談部会

障がい理解
の仕組みづく

り

地域で支え合
える仕組みづ

くり

活動支援の
仕組みづくり

一般就労に
向けた仕組み

づくり

成長過程に
応じた一貫し
た仕組みづく

横断的な
仕組みづくり

特命テーマ
検討チーム

部会／特命テーマ
検討チーム

権利・啓発部
会

地域生活部
会

活動支援部
会

就労部会 療育部会

開催回数等

①年２回の開催とする。

②各部会での検討内容の報告を受け、意思決定や確認を行う場とし、地域課題や施策提案についての意見集約を行うもの
とする。

③協議会は、各部会、障がい者差別解消支援地域協議会、障がい福祉サービス事業所等連携推進会議と連携を図りなが
ら、仕組みづくり・計画進行管理・次期計画の準備段階に係る検討を行う。

運営会議

月１回定例会開催

①協議会の運営に関し必要な調整、総会に提案する議案などの整理
②専門部会員の構成に関すること
③特命テーマ検討チームの設置等に関すること
④相談支援事業の中立・公平性の確保に向けての検討　他

（4）地域移行及び地域定着支援の効果的な実施のための関係機関等との連携強化に関すること。

 （5）施設入所者及び精神科病院入院者の状況を踏まえた地域の社会資源の開発に関すること。

（6）障がい者等に対する虐待を防止するための関係機関等との連携強化に関すること。

（7）障がい者等の地域生活支援体制の構築に関すること。

構成団体
学識経験者、障がい者団体、医療機関、地域関係団体、教育関係者、経済関係者、活動支援団体、就労支援団体、児童福
祉団体、福祉サービス事業者、権利擁護団体、交通関係団体、居住支援団体、相談支援団体、行政で構成（33団体）

会津若松市地域自立支援協議会について

総会

各部会よりの検討内容の報告を受け、意思決定や確認を行う場とし、地域課題や施策提案についての意見集約を行う場とする。

（1）障がい者計画及び障がい福祉計画、障がい児福祉計画の目標達成のために必要な事項に関すること。

（2）相談支援及び障害児相談支援に係る事業の中立・公平性の確保に関すること。

（3）サービス等利用計画及び障害児支援利用計画の質の向上に関すること。

協議会と部会は連携を図り、部会の内容が協議会に伝達さ
れるようにする。


